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①
策
定
の
背
景

　

今
、
全
国
の
自
治
体
が
公
共
施
設
の
更
新

問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備

し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
が
、
整
備

後
40
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
老

朽
化
が
進
み
、
今
後
一
斉
に
建
替
え
や
大
規

模
改
修
な
ど
の
更
新
時
期
を
迎
え
、
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
旧
町
時
代
に
自

治
体
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
等
を

整
備
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
重
複
し
た
機
能

を
持
つ
施
設
も
見
ら
れ
、
効
率
性
や
有
効
活

用
の
面
か
ら
多
く
の
課
題
が
表
面
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
や

財
政
状
況
な
ど
将
来
の
動
向
を
見
据
え
つ

つ
、「
行
方
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
基
本
計
画
）」
を
策
定
し
、
公
共
施
設
の
適

正
配
置
と
効
率
的
な
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

②
計
画
期
間　

　

40
年
間

 　
（
平
成
28
年
度
～
平
成
67
年
度
）

③
計
画
対
象
施
設
（
公
共
施
設
の
種
類
）	

○
公
共
建
築
物

　

学
校
、
公
民
館
、
図
書
館
、
庁
舎
、
消
防

施
設
、
市
営
住
宅
、
観
光
施
設
、
公
園
等

○
イ
ン
フ
ラ
施
設

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
上
水
道
、
下
水
道

１　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
基
本
計
画
）

　何の数字を表しているか分かりますか？
　これは、市が所有している学校や公民館、庁舎などの公共施設（建築物）
を将来にわたって維持していくために必要な費用です。
　これにインフラ施設である道路や橋りょう、水道、下水道を加えると、
約 1,480 億円、年平均約 37 億円が必要となります。

今
後
40
年
間
で
約
５
２
０
億
円

※
総
務
省
の
更
新
費
用
試
算
ソ
フ
ト
に
よ
り
試
算

高度経済成長期に多くの公共施設等が整備され40～ 50年が経過

○社会環境、行政需要の変化
・人口減少
・人口構造の変化（少子高齢化）
・ライフスタイル、ニーズの多
様化

○市町村合併
・旧町時代の公共施設
が重複配置

効果的・効率的な公共施設の最適化が必須

○施設の劣化
・老朽化
・耐震化
・バリアフリー化
・環境負荷の低減

あそう温泉　白帆の湯・コテラス

霞ヶ浦ふれあいランド 文化会館
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①
設
置
状
況

○
公
共
建
築
物
【
グ
ラ
フ
１
・
２
】

　
　

施  

設  

数
：
１
６
１
施
設

　
　

棟　
　

数
：
３
５
９
棟

　
　

総
床
面
積
：
約
14
万
１
千
㎡

　

※
幼
稚
園
・
小
学
校
の
廃
園
・
廃
校
を
含
め
た
場
合

　
　

施  

設  

数
：
１
８
１
施
設

　
　

棟　
　

数
：
４
５
５
棟

　
　

総
床
面
積
：
約
17
万
１
千
㎡

○
イ
ン
フ
ラ
施
設

　
　

道　
　

路
：
１
７
８
９
・
０
km

　
　

橋
り
ょ
う
：
１
４
４
橋

　
　

上
水
道
（
管
渠き
ょ

）：
７
０
９
・
２
km　

　
　

下
水
道
（
管
渠き
ょ

）：
83
・
４
km

②
他
市
町
村
と
の
比
較

　
　
（
市
民
１
人
当
た
り
の
平
均
）

○
公
共
建
築
物
平
均

　
※
幼
稚
園
・
小
学
校
の
廃
園
・
廃
校
の
面
積
を
除
く

　
　

行
方
市
：
３
・
８
㎡

　
　

県　

内
：
３
・
３
㎡　

　
　

鹿　

行
：
３
・
３
㎡

○
市
道
延
長
平
均

　
　

行
方
市
：
48
・
８
ｍ

　
　

県　

内
：
17
・
４
ｍ　

　
　

鹿　

行
：
19
・
０
ｍ

２　

公
共
施
設
の
状
況

③
公
共
建
築
物
の
老
朽
化
の
状
況
（
廃
園
・
廃
校
を
除
く
）

　

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
大
規
模
改
修
が
必
要
と
さ
れ
る
築
30
年
以
上
の

施
設
は
、
現
時
点
で
約
35
％
で
す
が
、
10
年
後
に
は
約
65
％
に
な
り
ま
す
。【
グ
ラ
フ
３
】

　

ま
た
、
耐
震
性
が
確
認
で
き
て
い
る
施
設
の
割
合
は
約
84
％
で
、
老
朽
化
の
対
策
と
共
に
、

耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
４
】

161 施設141,332 ㎡
（延べ床面積）

単位：㎡
～ S39 S40 ～ S44

～築 50 年
S45 ～ S49
～築 45 年

S55 ～ S59
～築 35 年

S60 ～ H1
～築 30 年

H2～ H6
～築 25 年

H7～ H11
～築 20 年

H12 ～ H16
～築 15 年

H17 ～ H21
～築 10 年

H22 ～ H26
～築 5年

S50 ～ S54
～築 40 年

10 年後に 30年以上経過の施設　65％
30 年以上経過の施設　35％

単位：㎡

耐震化済

耐震化未

公
民
館
・

学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設

教
育
施
設

福
祉
・

保
健
施
設

そ
の
他

市
営
住
宅
等

農
業
・

観
光
施
設

庁
舎
・

消
防
施
設

公
園
・

環
境
衛
生
施
設

【グラフ１】公共建築物の設置数【グラフ２】公共建築物の設置面積

【
グ
ラ
フ
３
】
公
共
建
築
物
の
老
朽
化
の
状
況

【
グ
ラ
フ
４
】
公
共
建
築
物
の
耐
震
化
の
状
況

公民館・学習センター

文化・スポーツ施設

福祉・保健施設

教育施設

農業・観光施設

市営住宅等

庁舎・消防施設

公園・環境衛生施設

その他

19 施設
12％

6 施設
4％

10 施設
6％

14 施設
9％

7 施設
4％

76 施設
47％

7 施設
4％

14 施設
9％

8 施設
5％

12,542㎡
9％

13,632㎡
10％

4,304㎡
3％

58,241㎡
41％

6,254㎡
4％

9,676㎡
7％

14,432㎡
10％

19,848㎡
14％

2,403㎡
2％
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26 年度
19.8 億円

　

本
市
の
公
共
施
設
等
を
こ
の
ま
ま
の
状

態
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
の
世
代
の
み

な
ら
ず
、
将
来
の
世
代
に
も
大
き
な
負
の

遺
産
を
残
す
こ
と
に
な
り
、
公
共
施
設
等

の
保
有
総
量
の
見
直
し
や
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
管
理
運
営
を
行
う
た
め
の
見
直
し

が
必
要
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
踏
ま

え
つ
つ
、
公
共
施
設
等
の
大
規
模
改
修
や

更
新
等
が
必
要
な
場
合
は
、「
行
方
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
基
本
計
画
）」
に

示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
総

合
的
に
点
検
し
、
事
業
の
実
施
方
法
の
見

直
し
や
公
共
施
設
等
の
共
同
利
用
を
含
め

て
、
配
置
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

②
更
新
費
用
の
推
計

　
【
表
１
】
は
、
既
存
の
公
共
施
設
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
前
提

に
試
算
し
た
更
新
費
用
の
推
計
で
す
。
前

段
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
公
共
建
築
物
を

維
持
し
つ
づ
け
た
場
合
、
今
後
40
年
間
で

約
５
２
０
億
円
、
年
平
均
13
億
円
の
事
業

費
が
必
要
と
さ
れ
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
直
近
５
年
間
の
更
新
費

用
３
・
４
億
円
を
考
慮
す
る
と
、
約
４
倍
の

費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
【
グ
ラ
フ
７
】。

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
加
え
る
と
、

今
後
40
年
間
で
約
１
４
８
０
億
円
、
年
平

均
約
37
億
円
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
ま
ま

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
状

況
で
す
。

①
管
理
運
営
費
の
状
況

　

平
成
26
年
度
の
管
理
運
営
費
の
総
額
は

約
19
・
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
人
件
費
が
47
％
で
、
次
い
で
委
託
料

が
17
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
５
】

　

財
源
の
内
訳
を
見
る
と
、
市
税
な
ど
の

一
般
財
源
約
17
・
７
億
円
（
89
％
）
が
ほ

と
ん
ど
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
が
負
担

す
る
使
用
料
等
は
約
１
・
６
億
円
（
８
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
６
】

　

施
設
の
管
理
運
営
の
あ
り
方
と
併
せ
、

利
用
者
負
担
の
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

26 年度
19.8 億円

40 年間 年平均

公 共 建 築 物 519.7 13.0

イ ン フ ラ

施 設

道 路 137.6 3.4

橋 り ょ う 23.5 0.6

水 道 施 設 702.1 17.6

下水道施設 93.3 2.3

合 計 1,476.2 36.9

【表１】更新費用の推計

（単位：億円）

【
グ
ラ
フ
５
】
管
理
運
営
費
内
訳

【
グ
ラ
フ
６
】
財
源
内
訳

３　

管
理
運
営
費
お
よ
び　
　
　

　
　
　
　
　
　

更
新
費
用
の
推
計

過去 5年間の平均
（H22 ～ H26）

単位：億円

今後 40年間の平均

3.4
億円

13
億円

約４倍の
費用が必要

その他
3,200 万円

2％

国・県補助金
2,000 万円

1％

人件費
9.3 億円

47％

光熱水費
2.3 億円

11％

委託料
3.3 億円

17％
賃借料等

2,300 万円
1％

修繕料
1.3 億円　7％

その他
3.4 億円

17％

【
グ
ラ
フ
７
】
更
新
費
用
の
推
計

一般財源
17.7 億円

89％

使用料等
1.6 億円

8％

※総務省の更新費用試算ソフトにより試算

麻生運動場



NAMEGATA JUL.20165

　

点
検
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
施
設
等
そ

の
も
の
の
評
価
に
加
え
、「
事
業
」
の
必
要

性
等
を
検
証
し
、
業
務
の
あ
り
方
、
進
め

方
を
含
め
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
組
織
・

機
構
や
職
員
体
制
に
つ
い
て
も
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

①
公
共
施
設
（
公
共
建
築
物
）
の　
　

保
有
総
量
の
適
正
化

　

公
共
施
設
（
公
共
建
築
物
）
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
人
口
減
少
や
人
口
構
造
の
変

化
に
伴
う
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
財
政

状
況
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
面
か
ら
総
合

的
に
検
討
し
、
施
設
保
有
総
量
の
適
正
化

を
図
り
ま
す
。

↓

・
類
似
す
る
施
設
の
整
理
統
合

・
老
朽
化
、
耐
震
な
ど
安
全
面
で
課
題
の

　

あ
る
施
設
の
場
合
、
改
修
費
用
の
費
用

　

対
効
果
を
検
証
し
、
廃
止
を
検
討

・
新
た
な
公
共
施
設
が
必
要
と
な
っ
た
場

　

合
、
原
則
と
し
て
既
存
施
設
を
有
効
活

　

用
す
る
こ
と
と
し
、
施
設
の
総
量
を
増

　

や
さ
な
い

・
民
間
が
で
き
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
場

　

合
は
民
間
に
譲
渡　

な
ど

②
公
共
施
設
（
公
共
建
築
物
）
の　
　

有
効
活
用

　

市
が
保
有
す
る
財
産
は
市
民
共
通
の
財

産
で
あ
り
、
税
金
等
の
貴
重
な
財
源
で
建

設
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の

耐
用
年
数
や
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
て
「
使
い

き
る
」
と
の
発
想
の
も
と
、
最
大
限
有
効

に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
機
能
が

必
要
な
場
合
で
も
、
新
規
施
設
の
整
備
で

な
く
、
既
存
施
設
の
用
途
変
更
や
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
、
仮
設
施
設
の
リ
ー
ス
、

必
要
最
小
限
の
増
築
工
事
等
に
よ
る
対
応

を
原
則
と
し
ま
す
。

↓

・
施
設
の
利
用
状
況
を
点
検
し
、
機
能
の

　

複
合
化
を
図
る

・
未
利
用
と
な
っ
た
施
設
の
跡
地
利
用
の

　

検
討　

な
ど

４　

公
共
施
設
等
の
見
直
し
に

　

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

５　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

③
公
共
施
設
（
公
共
建
築
物
）
の　
　

効
率
的
な
運
営

　

施
設
の
建
設
に
伴
い
必
要
と
な
る
設
計
・

建
設
か
ら
維
持
管
理
、
修
繕
、
解
体
・
処

分
ま
で
の
総
コ
ス
ト
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
）
が
財
政
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
な
機
能
に
対
す
る

必
要
最
小
限
の
整
備
水
準
と
す
る
と
と
も

に
、
施
設
の
管
理
運
営
費
が
最
小
限
と
な

る
手
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
施
設
の
建
設

か
ら
管
理
運
営
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
段

階
を
通
じ
て
効
率
的
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

↓

・
主
た
る
施
設
利
用
者
が
地
域
住
民
に
限

　

定
さ
れ
る
施
設
は
、
地
域
に
よ
る
管
理

　

に
移
行
し
、
効
率
的
な
管
理
を
行
う

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
間
委
託

　

化
を
進
め
る

・
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
一
方
、
効
率
的

　

な
管
理
運
営
に
よ
り
収
支
の
改
善
を
図

　

る　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
戦
略
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
８
１
１

④
イ
ン
フ
ラ
施
設
へ
の
対
応

　

道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施

設
は
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
基

盤
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
や
人
口
構
造
・
都
市
構
造
の
変
化
を

見
据
え
て
、
真
に
必
要
な
施
設
の
整
備
を

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

★
地
域
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
現
状
や

課
題
、
今
後
の
方
向
性
を
共
有
し
て
い
き

ま
す
。

★
個
別
施
設
ご
と
に
、
具
体
的
な
今
後
の

対
応
方
針
を
示
し
た
再
編
計
画
を
策
定
し
、

計
画
に
基
づ
き
着
実
に
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。


